
1 
 

教育・保育の量の見込み及び確保方策について 

 

■子ども・子育て支援制度に基づく給付・事業の全体像 

  

 

○認定区分と提供施設 

子ども・子育て支援新制度のもとでは、保護者の申請を受けた市町村が、保育

の必要性を認定した上で給付を支給する仕組みとなります。 

また、給付に関して、都道府県が認可する幼稚園、保育園、認定こども園を通

じた共通の給付である「施設型給付」、市町村が認可する小規模保育等への給付で

ある「地域型保育給付」の創設により、ニーズ量に対応することとなります。 

■認定区分と提供施設 

 １号認定 ２号認定 ３号認定 

対象となる子ども 

３歳以上 ３歳以上 ３歳未満 

保育の必要性なし（幼

児期の学校教育のみ） 
保育の必要性あり 保育の必要性あり 

利
用
可
能
施
設 

認定こども園       

幼稚園    

保育園    

地域型保育事業    

 

 
地域子ども・子育て支援事業 

○利用者支援 新設 
 

○延長保育事業 
 

○実費徴収に係る補足給付を行う事業 新設 
 

○多様な主体が本制度に参入することを

促進するための事業 新設 
 

○放課後児童クラブ 
 

○子育て短期支援事業 
 

○乳児家庭全戸訪問事業 
 

○養育支援訪問事業 
 

○地域子育て支援拠点事業 
 

○一時預かり事業 
 

○病児・病後児保育事業 
 

○ファミリー・サポート・センター事業 
 

○妊婦健診 

 

 

 
子ども・子育て支援給付 

施設型給付 

○認定こども園 

○幼稚園   

○保育所 

地域型保育給付 

○小規模保育 
（定員は６人以上１９人以下） 

○家庭的保育 
（保育者の居宅等において保育を行う。 

定員は５人以下） 

○居宅訪問型保育 
（子どもの居宅等において保育を行う。） 

○事業所内保育 
（事業所内の施設等において保育を行う。） 

児童手当 

○延長保育事業 

○放課後児童健全育成事業 

○子育て短期支援事業 

○病児保育事業 

○利用者支援事業 

○地域子育て支援拠点事業 

○子育て援助活動支援 

（ファミリー・サポート・センター事業) 

○一時預かり事業 

○妊婦健診事業 

○乳児家庭全戸訪問事業 

○養育支援訪問事業 

 

資料１ 
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◇提供体制の確保 

ニーズ量に対して、教育・保育施設及び地域型保育事業による提供体制、確保

方策及び実施年度等を認定区分ごとに設定します。 

１．１号認定：３歳以上で教育を希望 

１号認定（認定こども園及び幼稚園）              単位：人 

１号認定 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 2,300 2,506 2,495 2,440 2,353 2,294 

② 確保方策  2,350 2,372 2,394 2,394 2,394 

② － ①  ▲156 ▲123 ▲46 41 100 

確保方策の内容 

・大栄幼稚園での３歳児保育開始による受入れ増（50 
 人） 
・現在計画が進められている認定こども園２園により、 

定員増（44 人）を図る。 

 

２．２号認定：満３歳以上で教育・保育を希望 

２号認定（認定こども園及び認可保育園）          単位：人 

２号認定 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 1,332 1,372 1,366 1,336 1,289 1,256 

② 確保方策  1,335 1,380 1,437 1,387 1,367 

② － ①  ▲37 14 101 98 111 

確保方策の内容 

・公立保育園の大規模改修計画に伴う定員増に加え、現

在計画されている認定こども園及び既存私立保育園の

増改築に併せ定員増を図る。また、施設の状況に応じ

て、定員の見直しを行う。 
① 公立保育園  3 人増 
② 認定こども園 90 人増 
③ 私立保育園  12 人増 
④ 公立保育園の定員を調整する 70 人減 
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３．３号認定：満３歳未満で保育を希望 

 
３号認定：０歳（認定こども園・認可保育園・特定地域型保育事業）     単位：人 

３号認定 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 218 302 297 291 279 269 

② 確保方策 

認定こども園 

・認可保育園 
 224 245 262 262 262 

特定地域型保育

事業※ 
 24 34 38 42 42 

② － ① 
 

 ▲54 ▲18 9 25 35 

 
３号認定：１・２歳（認定こども園・認可保育園・特定地域型保育事業）  単位：人 

３号認定 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 733 1,106 1,074 1,050 1,029 997 

② 確保方策 

認定こども園 

・認可保育園 
 750 786 830 840 840 

特定地域型保育

事業※ 
 57 152 223 237 237 

② － ① 
 

 ▲299 ▲136 3 48 80 

※特定地域型保育事業 
・小規模保育事業：利用定員 6 人以上 19 人以下の小規模な施設で保育サービスを提供 
・家庭的保育事業（保育ママ）：利用定員 5 人以下で保育者の居宅等で保育サービスを提供 
・居宅訪問型保育事業：保護者の自宅で 1 対 1 で保育サービスを提供 
・事業所内保育事業：会社（事業所）の保育施設などで、従業員の子どもに加え地域の子ども

にも保育サービスを提供 

確保方策の内容 

・公立保育園の大規模改修計画に伴う定員増に加え、現在計画され

ている認定こども園２園及び既存私立保育園の増改築に併せ定

員増を図る。 
・０歳～２歳までの保育需要に対して、平成２６年度に小規模保育

施設を３カ所公募し、整備するとともに、平成２７年度以降も２

年間３カ所ずつ開設し、計９施設を開設する。 
・０歳～２歳までを対象とした家庭的保育事業を新たに実施すると

ともに、居宅訪問型の保育を併せて提供する。 
通常型：１組５人の受入れを年３組で３年間、計９組 
居宅訪問型：各年３人で３年間、計９人 

・既存の事業所内保育施設４施設において、従業員の子ども以外の

子どもの受入れを行うとともに、新設される事業所内保育施設を

２施設見込む。 
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確保方策の内容 

・公立・私立保育園及び認定こども園 
① 公立保育園（3 園）             46 人増 
② 私立保育園（2 園）             39 人増 
③ 認定こども園（2 園）             66 人増 
                     計  151 人増 
・小規模保育事業（9 事業）                 171 人増 
・家庭的保育事業（9 事業）                45 人増 

・居宅訪問型保育事業（9 事業）             9 人増 

・事業所内保育事業（6 事業）                  54 人増 

 

４．延長保育事業 

この事業は、保育園等における１１時間の開所時間を超えて保育を行う事業

で、本市においては１８時以降の時間外保育の利用者が対象となります。 

                              単位：人 

時間外保育事業 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 720 876 862 843 818 794 

② 確保方策  876 862 843 818 794 

② － ①  0 0 0 0 0 

確保方策の内容 

・認可保育園では、通常の８時間保育の前後に時間外保育

を実施し、更に開所１１時間以降の延長保育も実施して

いる。 
・延長保育利用希望者に対しては、柔軟な受入れ態勢が整

っており、必要性に応じ利用可能となっている。 
 
◇延長保育実施園 
 ○公立保育園 
 ・19 時まで実施（7 園）  
 ・20 時まで実施（2 園） 
 ○私立保育園 
 ・19 時まで実施（3 園） 
 ・19 時 30 分まで実施（1 園） 
 ・20 時まで実施（1 園） 
 ・21 時まで実施（1 園） 
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５．放課後児童健全育成事業 

この事業は、共働き家庭など留守家庭の児童に対して、学校の余裕教室など

を利用し児童ホームを設置することにより、放課後に適切な遊び、生活の場を

与えて、その健全育成を図る事業です。 

                             単位：人 

放課後児童健全育成事業 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 
低学年 890 1,005 994 995 987 982 

高学年 426 451 457 460 470 465 

② 確保方策 
低学年  1,100 1,143 1,256 1,289 1,258 

高学年  471 490 538 552 539 

② － ① 
低学年  95 149 261 302 276 

高学年  20 33 78 82 74 

確保方策の内容 

・平成２６年度に、空き教室等を利用して児童ホームを

整備することにより、全ての小学校での利用が可能と

なる。 
・需要が多く待機児童が生じている地区について、順次

解消を図るため児童ホームの増設を図る。 

 

６．子育て短期支援事業（ショートステイ等） 

保護者が、疾病、疲労など身体上・精神上・環境上の理由により、児童の養

育が困難となった場合に、児童養護施設など保護が適切に行うことができる施

設において、原則７日以内として養育・保護を行う事業です。 

                            単位：人日/年 

子育て短期支援事業 

（ショートステイ等） 

H25 
(実績) 

H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 0 50 49 48 46 45 

② 確保方策  50 49 48 46 45 

② － ①  0 0 0 0 0 

確保方策の内容 

・支援を必要とする方が利用できるよう、制度の周知を図

る。 

・特定の受入先と年間を通じた契約により、受入れ態勢を

整える。 
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７．病児保育事業 

この事業は、子どもが病気又は病気の回復期に、保護者が就労等により家庭

での保育が困難な場合に病院・保育所等において、一時的に保育を行うことに

より、安心して子育てができる環境を整備し、児童福祉の向上を図る事業です。 

                            単位：人日/年 

病児保育事業 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 400 2,651 2,613 2,555 2,475 2,404 

② 確保方策  1,200 1,200 2,700 2,700 2,700 

② － ①  ▲1,451 ▲1,413 145 225 296 

確保方策の内容 

・なのはなクリニック病児保育室「ゼフィルス」で実施して

いる。 

・事業計画期間内で、新たに市街地での開設を見込む。 

・病後児保育について、ファミリー・サポート・センターに

よる事業展開を検討する。 

 

８．利用者支援事業 

  この事業は、子ども及び保護者、または妊娠している方に教育・保育施設や

地域の子育て支援事業の利用について相談に応じ、必要な情報提供・助言を行

うとともに、関係機関との連絡調整を行い円滑に利用できるよう必要な支援を

行う事業で、子ども・子育て支援新制度に基づく新たな事業です。 

                              単位：カ所  

利用者支援事業 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 0 1 1 1 1 1 

② 確保方策  1 1 1 1 1 

② － ①  0 0 0 0 0 

確保方策の内容 

・保育施設利用希望者への情報提供や施設利用状況を案内す

るスタッフを配置し、サービスの向上を図る。 

・子育て支援に関する情報提供のためのインターネット環境

を整備する。 
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９．地域子育て支援拠点事業 

 子育て支援センター等において、子育てに関する相談・援助を実施するととも

に、子育て中の親子の交流や関連情報の提供などを行う事業です。 

 

単位：人日/年 

地域子育て 

支援拠点事業 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 67,634 85,954 83,791 81,950 79,763 77,140 

② 確保方策  85,954 83,791 81,950 79,763 77,140 

② － ①  0 0 0 0 0 

確保方策の内容 

 
・既存の７施設において、各施設がそれぞれの特色を生かし、

利用者の確保に努める。 
 

 

 

10.子育て援助活動支援事業（ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ事業） 

 ファミリー・サポート・センター事業は、支援を希望する者（利用会員）と、

支援を行うことを希望する者（協力会員）及びどちらも希望する者（両方会員）

との相互援助活動事業です。就学児童の預かりや児童ホーム利用者の送迎などを

行います。 

単位：人日/週 

子育て援助活動支援事業 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 13 38 38 38 38 38 

② 確保方策  38 38 38 38 38 

② － ①  0 0 0 0 0 

確保方策の内容 

・利用会員数並びに協力会員数の増加に努め、組織規模を拡

大し、支援内容の周知を図り利用しやすい提供体制を整え

る。 

名　　　　　称 実施施設

子ども館なかよしひろば 子ども館

三里塚なかよしひろば 三里塚ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

公津の杜なかよしひろば もりんぴあこうづ

青空ゆめひろば 長沼保育園

ひだまり 大栄保育園

かるがもCLUB 宗吾保育園

つくしんぼCLUB 公津の杜保育園
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11.一時預かり事業（幼稚園・保育園他） 

 保護者が仕事、疾病、用事等の理由により、家庭において保育することが一時

的に困難となった児童を、主として昼間において一時的な預かりを行う事業です。 

 

幼稚園                               単位：人日/年 

一時預かり事業 

（預かり保育） 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 31,492 41,664 41,376 40,560 39,072 38,256 

② 確保方策  39,216 39,504 39,744 39,744 39,744 

② － ①  ▲2,448 ▲1,872 ▲816 672 1,488 

確保方策の内容 

・保護者の就労等に対応した平日の授業終了後及び長期休業期間

における一時預かり事業又は預かり保育の充実を図る。 

 私立幼稚園９園において、５日／週 対応を５人分増加するこ 

 とにより ９園×200 日／年×５人＝9,000 人 

 

保育園他                         単位：人日/年 

一時預かり事業 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 10,581 9,901 9,577 9,360 9,129 8,795 

② 確保方策  11,998 11,998 11,998 11,998 11,998 

② － ①  2,097 2,421 2,638 2,869 3,203 

確保方策の内容 

・既存の１２施設（公立保育園６園、私立保育園６園）により、

引き続き受入れ態勢を維持する。 

 

 

  

○公立保育園 ○私立保育園

松崎保育園 成田保育園

吾妻保育園 つのぶえ保育園

中台第二保育園 宗吾保育園

高岡保育園 三里塚第一保育園

大栄保育園 三里塚第二保育園

赤坂保育園 公津の杜保育園
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12．妊婦健診事業 

 妊娠中の健康管理の向上と経済的な負担の軽減を図るため、母子健康手帳交付

時に、妊婦健診１４回分の助成券を発行しています。 

単位：人 

 

13．乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業） 

 生後４か月までの乳児のいる全ての家庭に、保健師又は助産師が訪問し、子育

て支援に関する情報提供を行うとともに、母子の心身の状況や養育環境等の把握

及び助言を行う事業です。支援が必要な家庭に対し適切なサービスの提供につな

げ、乳児を育てている家庭の孤立化を防ぎ、健全な育成環境の確保を図ります。 

単位：人 

乳児家庭全戸訪問事業 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 1,141 1,204 1,183 1,159 1,111 1,071 

② 確保方策  1,204 1,183 1,159 1,111 1,071 

② － ①  0 0 0 0 0 

確保方策の内容 ・保健師又は助産師を派遣し、乳児家庭全戸訪問事業を実施する。 

 

  

妊婦健診事業 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 1,360 1,312 1,291 1,267 1,219 1,179 

② 確保方策  1,312 1,291 1,267 1,219 1,179 

② － ①  0 0 0 0 0 

確保方策の内容 ・医療機関と契約を締結し、妊婦健診事業を実施する。 
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14．養育支援訪問事業 

児童虐待防止や育児不安を抱えているなど、養育支援が特に必要とされる家庭

を対象に、保健師、保育士、子育て経験者等で研修を受けた者が保護者宅を訪問

し、育児・家事等の養育能力を向上させるため、相談や支援を行います。 

単位：人 

養育支援訪問事業 
H25 

(実績) 
H27 H28 H29 H30 H31 

① 量の見込み 82 170 170 170 170 170 

② 確保方策  170 170 170 170 170 

② － ①  0 0 0 0 0 

確保方策の内容 
・研修を受けた保健師、保育士等が家庭を訪問することにより、

養育支援訪問事業を実施する。 

 
 


